
省

令

別
表
第
二
中
「

貴
金
属
市
場

五
千
枚

金

二
百
枚

百
枚

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
場

六
百
枚

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

百
枚

五
十
枚

」
を

「

貴
金
属
市
場

五
千
枚

金

二
百
枚

百
枚

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

平成™˜年˜—月™š日 金曜日 第œ˜Ÿ—号官 報

住
所
大
阪
市
北
区
天
神
橋
３
丁
目
２
番
1
5
`
8
0
2号

梁
健
市
昭
和
5
5年
５
月
2
4日
生

住
所
大
阪
市
北
区
長
柄
東
２
丁
目
４
番
1
1
`
6
0
6号

朴
比
呂
志
昭
和
2
7年
４
月
1
2日
生

李
美
代
子
昭
和
3
1年

1
0月
６
日
生

朴
£
之
昭
和
5
7年
４
月
1
1日
生

朴
宏
幸
昭
和
5
9年
５
月
1
2日
生

朴
良
C
平
成
２
年
１
月
８
日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
£
東
１
丁
目
1
2番

2
0号

金
正
樹
昭
和
5
8年
９
月
2
7日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
勝
山
北
４
丁
目
５
番
８
号

孫
育
子
昭
和
4
5年
６
月
2
8日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
生
野
東
３
丁
目
１
番
2
3号

金
由
利
平
成
元
年
５
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
阿
倍
野
区
松
崎
町
３
丁
目
1
3番

2
3
`
1
1
1
1

号車
禧
承
昭
和
5
1年
３
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
北
区
中
津
２
丁
目
４
番
2
7
`
3
0
7号

金
泰
吉
昭
和
2
3年
３
月
1
1日
生

住
所
大
阪
市
平
野
区
長
吉
出
戸
３
丁
目
２
番
4
7号

金
一
惠
昭
和
4
9年

1
1月

2
7日
生

住
所
大
阪
市
平
野
区
加
美
東
５
丁
目
７
番
2
4号

金
徹
昭
和
5
1年

1
1月

1
0日
生

住
所
大
阪
府
豊
中
市
春
日
町
３
丁
目
1
1番

2
3号

金
榮
子
昭
和
2
4年
９
月
1
1日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
大
今
里
南
２
丁
目
７
番
1
2号

高
良
º
昭
和
5
4年

1
1月

2
1日
生

住
所
大
阪
市
西
成
区
天
下
茶
屋
１
丁
目
2
8番

1
6号

李
誠
司
昭
和
4
1年

1
2月

1
2日
生

住
所
大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
７
丁
目
１
番
５
号

金
國
男
昭
和
3
8年
６
月
1
8日
生

Ô
敬
子
昭
和
4
1年
９
月
1
0日
生

金
綾
菜
平
成
５
年
1
0月

1
5日
生

金
拓
人
平
成
８
年
９
月
2
9日
生

第
十
五
条
の
二
第
二
項
第
三
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を

「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

前
項
第
三
号
に
掲
げ
る
船
舶
の
運
航
の
動
静
に
関

す
る
通
知
を
受
理
し
た
旨
の
通
知

第
十
五
条
の
二
第
二
項
に
次
の
十
号
を
加
え
る
。

五

前
項
第
五
号
に
掲
げ
る
荷
さ
ば
き
施
設
の
使
用
の

許
可
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

六

前
項
第
六
号
に
掲
げ
る
旅
客
施
設
（
旅
客
乗
降
用

固
定
施
設
に
限
る
。）の
使
用
の
許
可
の
申
請
に
対
す

る
処
分
の
通
知

七

前
項
第
七
号
に
掲
げ
る
保
管
施
設
（
野
積
場
に
限

る
。）の
使
用
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

八

前
項
第
八
号
に
掲
げ
る
船
舶
役
務
用
施
設
（
船
舶

の
た
め
の
給
水
施
設
に
限
る
。）の
使
用
の
許
可
の
申

請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

〇
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
令
第
七
号

商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
百
十
二
条
第
二
項
、
第
三
百
四
十
二
条
第
一
項
及
び

第
三
百
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
商
品
取
引
所
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。平

成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日

農
林
水
産
大
臣

赤
松

広
隆

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

商
品
取
引
所
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

商
品
取
引
所
法
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
農
林
水
産
省

経
済
産
業
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
六
十
四
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
六
十
七
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
号

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五

十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
及
び
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

港
湾
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

港
湾
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
九
十

八
号
）
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、

同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

船
舶
の
運
航
の
動
静
に
関
す
る
通
知

第
十
五
条
の
二
第
一
項
に
次
の
十
号
を
加
え
る
。

五

荷
さ
ば
き
施
設
の
使
用
の
許
可
の
申
請

六

旅
客
施
設
（
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
に
限
る
。）の

使
用
の
許
可
の
申
請

七

保
管
施
設
（
野
積
場
に
限
る
。）の
使
用
の
許
可
の

申
請

八

船
舶
役
務
用
施
設
（
船
舶
の
た
め
の
給
水
施
設
に

限
る
。）の
使
用
の
許
可
の
申
請

九

廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
油
処
理
施
設
に
限
る
。）の

使
用
の
許
可
の
申
請

十

移
動
式
施
設
の
使
用
の
許
可
の
申
請

十
一

港
湾
役
務
提
供
用
移
動
施
設
（
船
舶
の
離
着
岸

を
補
助
す
る
た
め
の
船
舶
並
び
に
船
舶
の
た
め
の
給

水
の
用
に
供
す
る
船
舶
及
び
車
両
に
限
る
。）の
使
用

の
許
可
の
申
請

十
二

コ
ン
テ
ナ
用
電
源
設
備
の
使
用
の
許
可
の
申
請

十
三

入
港
料
の
減
免
の
申
請

十
四

入
港
料
の
還
付
の
申
請

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
九
十
七
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日

法
務
大
臣

千
葉

景
子

住
所
名
古
屋
市
中
村
区
亀
島
２
丁
目
２
番
2
7号

李
光
世
昭
和
2
0年

1
2月

2
3日
生

金
純
子
昭
和
2
3年
７
月
８
日
生

李
正
成
昭
和
5
4年
７
月
2
6日
生

住
所
名
古
屋
市
中
村
区
大
秋
町
３
丁
目
2
2番
地
２

李
Ï
枝
昭
和
5
3年
１
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
中
央
４
丁
目
1
1番
７
号

李
玉
»
昭
和
2
1年

1
2月

2
0日
生

住
所
東
京
都
江
戸
川
区
西
小
松
川
町
2
5番
２
号

鄭
誠
昭
和
4
6年
２
月
1
3日
生

住
所
東
京
都
品
川
区
南
大
井
５
丁
目
７
番
1
0
`
3
0
3号

朴
彩
昭
和
6
0年
９
月
2
8日
生

住
所
岡
山
市
北
区
東
古
松
２
丁
目
４
番
1
1号

金
壬
順
昭
和
７
年
８
月
1
9日
生

住
所
大
阪
市
生
野
区
田
島
２
丁
目
1
0番

1
3号

千
桂
弘
昭
和
5
3年
４
月
１
日
生

住
所
大
阪
市
淀
川
区
本
４
丁
目
３
番
７
`
9
0
2号

朴
雄
大
昭
和
5
7年

1
2月

1
7日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
高
井
田
西
３
丁
目
５
番
2
1号

金
圭
樹
昭
和
5
1年
４
月
1
6日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
高
井
田
西
３
丁
目
５
番
2
1号

金
均
昭
昭
和
5
2年

1
0月

1
2日
生

金
吉
保
昭
和
5
6年
６
月
3
0日
生

九

前
項
第
九
号
に
掲
げ
る
廃
棄
物
処
理
施
設
（
廃
油

処
理
施
設
に
限
る
。）の
使
用
の
許
可
の
申
請
に
対
す

る
処
分
の
通
知

十

前
項
第
十
号
に
掲
げ
る
移
動
式
施
設
の
使
用
の
許

可
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

十
一

前
項
第
十
一
号
に
掲
げ
る
港
湾
役
務
提
供
用
移

動
施
設
（
船
舶
の
離
着
岸
を
補
助
す
る
た
め
の
船
舶

並
び
に
船
舶
の
た
め
の
給
水
の
用
に
供
す
る
船
舶
及

び
車
両
に
限
る
。）の
使
用
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る

処
分
の
通
知

十
二

前
項
第
十
二
号
に
掲
げ
る
コ
ン
テ
ナ
用
電
源
設

備
の
使
用
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

十
三

前
項
第
十
三
号
に
掲
げ
る
入
港
料
の
減
免
の
申

請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

十
四

前
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
入
港
料
の
還
付
の
申

請
に
対
す
る
処
分
の
通
知

第
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
次
の
事
項
」
を
「
申
請
等

を
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
主

た
る
事
務
所
の
所
在
地
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
日
か
ら
施
行

す
る
。
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